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る．（【中篇】100 頁，4－ 3思想，注 114 参照）．


































































































































































































































































































































































































































































　さて，森有正の場合その元をただせば，上述のとおり 1950 年 9 月のあの洋上での「えたいの





















































































































































4 4 4 4 4 4 4
人間がむつかしいことを論じても僕は信じないのである．上手，
下手の問題ではない．正しいか正しくないかの問題である．更に問題は，それがどこまで深





































































































	 2018 年 5 月 31 日，バンクーバーにて擱筆．
【補遺】　１．トタン屋根をたたく雨音をきくのが愉しい　　バングラデシュ，そのむき出しの魂
の《美》たち　　












































































































































































































































かりの 1951 年です．かれは構想から 4年の歳月を費やして《人間》をモチーフにした写真を世
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